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就　業 �第1次麻薬 ���第2次虚業 �����第3次商業 ��������総計 

業　種 �農業 �林業 �漁業 �鉱業 �建設一一一 �製造一一一 �電気ガス 水道 �運輸 通信 �卸業 �小売業 �飲食一二 �金融二 �側綴業 �石動雁業 �サービ ス業 �公務員 その他 

確業立地と 就業状況（所） �0 �0 �2 �2 �298 �658 �2 �4 �0 �0 �875 �0 �25 �162 �54 �21 �2，633 

就業者数（人） �284 �52 �10 �35 �2，123 �5，826 �78 �73 �0 �0 �3，419 �0 �425 �58 �3，89 �499 �17，435 

地区 �圏　域∴囚（人） �����IiI梨県1本（人） ����県　　外（人） �����総計 
市i句 �大月市 �上野 原町 �秋iii村 �通志村 �甲府市 �富 吉田 �上 市 �その他 �八王子 �立Iii市 �神祭 lII県 �23区 �その他 

′細1人Ii �15，697 �1，224 �182 �35 �28 �353 �1，506 ��1，189 �260 �183 �104 �197 �101 �21，059 

、jii大人Il �0 �1，148 �103 �117 �107 �109 �969 ��1，050 �143 �96 �174 �85 �256 �4，357 

※平成12年度

山梨県統計年鑑

※平成7年国勢調査

15歳以上通学通勤動向

※平成7年国勢調査

4H．14．4．1

市
町
村
全
焼
を
参
え
る
（
シ
り
I
ズ
1
）

2
1
世
紀
の
都
留
市
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
る
上

で
、
全
国
で
論
議
の
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
「
市
町
村

合
併
」
の
問
題
も
大
き
な
か
か
わ
り
を
持
つ
も
の
で
す
。

今
回
か
ら
「
市
町
村
合
併
を
考
え
る
」
を
シ
リ
ー
ズ

で
取
り
上
げ
、
歴
史
的
、
文
化
的
な
背
景
、
商
業
や

交
通
網
な
ど
の
進
展
に
よ
る
日
常
生
活
圏
の
拡
大
な

ど
の
デ
ー
タ
、
市
民
意
識
、
国
の
制
度
改
革
に
よ
る

影
響
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
共
に

考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
1
回
目
は
、
日

常
生
活
圏
の
基
礎
デ
ー
タ
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

今
回
の
基
礎
デ
ー
タ
は
、
ご
く
．
部
を
掲
威

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
都
留
市
の
地
域
特

悟
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。

◎
就
業
構
造

産
業
三
区
分
の
就
業
者
の
推
移
に
つ
い
て
は
、

第
一
次
産
業
の
大
幅
な
減
少
、
二
次
、
三
次
産

業
の
安
定
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。

就
業
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
常

住
し
、
市
内
で
就
業
の
場
を
確
保
し
て
い
る
割

合
が
商
い
が
、
昨
今
こ
の
割
合
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
市
内
に
住
居
を
求
め
、
市
外
に
就
業
の

場
を
求
め
る
者
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市
外
に
就
業
先
の
あ
る
者
の
大
半
は
、
富
士

吉
田
市
と
大
月
市
で
過
半
数
を
占
め
て
い
る
が
、

近
年
そ
れ
以
外
の
通
勤
者
の
増
加
も
見
ら
れ
ま
す
。

◎
産
業
立
地

農
業
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
自
家
消
費
の

た
め
の
耕
作
が
中
心
で
あ
り
ま
す
。
工
業
に
つ

い
て
は
、
地
場
産
業
で
あ
る
繊
維
工
業
に
つ
な

が
る
中
小
企
業
が
多
く
、
商
業
に
つ
い
て
は
、

小
売
業
が
中
心
と
な
っ
て
活
発
化
し
て
い
る
が
、

大
型
量
販
店
の
進
出
に
よ
り
小
売
商
店
の
減
少

が
見
ら
れ
ま
す
。
都
留
文
科
大
学
付
近
と
田
野

倉
地
区
に
新
市
外
地
が
形
威
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

⑥
公
共
輸
送
機
関

鉄
道
は
富
士
急
行
線
、
路
線
バ
ス
は
富
士
急

都
留
中
央
バ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
公
共
施
設
の
共
同
設
置

都
韻
事
・
大
日
向
に
お
い
て
、
尿
尿
・
可
燃

物
処
理
を
目
的
と
し
た
大
月
都
留
広
域
事
務
組

合
が
、
消
防
に
つ
い
て
は
、
都
留
古
が
道
志
村
、

秋
中
村
か
ら
消
防
事
務
の
委
託
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎
日
常
生
活
圏
域

直
面
に
お
け
る
就
業
・
消
党
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
近
隣
肩
町
村
を
含
み
調
薬
地
域
が
楠
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
デ
ー
タ
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
最
近
に
な
っ
て
就
業
の
揚

が
南
外
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
圏
域
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。


